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1. はじめに                                             

 本書「印旛沼流域水循環健全化計画 第 1 期行動計画」は、印旛沼流域水循環健全化計画において、

第 1 期の行動計画期間として定めている 2009（平成 21）年度～2015（平成 27）年度の、各実施主体が

やるべき取り組みをとりまとめた行動計画（アクションプラン）です。 

 

 

 

 なお、「印旛沼流域水循環健全化計画」では次のような内容を記しています。詳細は、「印旛沼流域水循

環健全化計画書」を参照ください。 

 

 

（図中のページ数は、印旛沼流域水循環健全化計画書でのページです） 
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2. 印旛沼・流域の再生目標                                   

2.1  再生目標 

恵み豊かな印旛沼・流域を再生するため、次の 5 つの目標を設定します。 
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2.2  目標達成状況を評価する指標 

5つの目標について、それぞれに関連する9 項目の評価指標と目標値を設定し、これらの目標値を指標

にして、目標達成状況を評価します。 
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※評価指標「⑧生き物」（P3）に関する目標について 

過去（昭和 30 年代）の印旛沼・流域では、陸～水際～沼において様々な生物が生息・生育し、豊かな生

態系が維持されていました。しかし、現在では在来の生物種は減少し、特定外来生物をはじめとする外来

種が多く見られる等、生態系は劣化しています。将来においては、過去に代表されるように、陸～水際～沼

において様々な生物が生息・生育する豊かな生態系となることを目指します。 
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2030（平成 42）年の印旛沼および流域のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪谷津・里山≫ （夏の頃） 

 豊かな湧水が湧き、ふるさとの

生き物が豊かな里山を目指しま

す。 

≪沼のほとり≫ （夏の頃） 

 子どもたちの水辺遊びの場、ま

た、漁業、農業等生産の場として

利用される等人と共生し、また大

雨が降っても安全な沼を目指し

ます。 

≪水辺の生き物たち≫ 

（初夏の頃） 

 沈水植物等の水草が繁茂する

等、ふるさとの生き物をはぐくむ

豊かな水辺環境を再生していき

ます。 
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3. 印旛沼再生に向けた取り組み                                

3.1  取り組みの方針 

基本理念「恵みの沼を再び」及び、5 つの目標達成のため、Ⅰ～Ⅷの観点のもと、101 の対策に取り組

みます。各対策の実施量や役割分担については、P26 以降に定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※○数字は重点的に進める 8 つの対策群（P7）に対応しています。 

※ここに記した対策例は代表的なもののみです。詳しくは、P8 以降に記載しています。 

※緑字の対策は、緊急行動計画（63 の対策）から追加した対策です。 
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3.2  重点的に進める対策 

101 の対策のうち、特に重要と考えられる対策について「8 つの重点対策群」として位置づけ、重点的に

進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※緑字の対策群は、緊急行動計画（重点的に進める 5 つの対策群）から追加した対策です。 
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3.3  第 1 期行動計画での実施対策の役割分担 

 101 の対策のうち、本第 1 期行動計画での実施対策とその役割分担を下表の通りとして、取り組みを

進めていきます。なお、101 の対策の具体的な実施内容は、P24 以降の「第 1 期行動計画 取り組み個

票」に示しています。 

 

第 1 期行動計画 実施対策一覧表（１） 

す
ぐ
に
実
施

実
施
に
向
け
検
討

今
後
検
討

住
民
・
市
民
団
体
・
学
校

土
地
改
良
区
・
漁
組

企
業

市
町
村

県
・
国
・
水
資
源
機
構

調
査
研
究
機
関

1 新規開発宅地の浸透化 ○ ○ ◎ ◎

2 各戸貯留・浸透施設の整備 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

3 各戸貯留・浸透施設の維持管理 ○ ◎ ◎ ○ ○

4 透水性舗装の整備 ○ ○ ◎ ◎ ◎

5 調整池への浸透機能の追加 ○ ◎ ◎ ◎

6 浸透機能を持った貯留施設の設置 ○ ○ ◎ ◎ ◎

7 市街地・住宅地の緑化 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

8 森林・斜面林の保全 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

9 間伐・枝打ち・下草刈り等森林の維持管理 ○ ○ ◎ ◎ ◎

10 農地・生産緑地の保全 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

11 家庭・事業所の敷地内緑化 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

12 谷津田・里山の保全 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

13 湧水の保全・利用 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

14 地下水揚水量の削減 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

15 地下水使用量の規制 ○ ○ ◎ ◎

Ⅱ 16 下水道の整備 ○ ○ ◎ ◎

17 下水道への接続 ○ ○ ◎ ◎ ○

18 農業集落排水施設の適正な維持管理 ○ ○ ◎ ◎

19 合併処理浄化槽への転換 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

20 高度処理型合併処理浄化槽の導入 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

21 浄化槽のリン除去機能向上の技術開発 ○ ◎ ◎

22 浄化槽の適正管理の強化 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

23 家庭でできる生活排水対策の実施 ○ ○ ◎ ○ ○

24 家畜排せつ物処理施設の設置 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

25 畜産堆肥野積みの防止 ○ ○ ◎ ◎ ◎

26 廃棄物・残土埋立地の適正管理 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

27 事業所排水等の規制指導強化 ○ ○ ◎ ◎ ◎

28 総量規制の導入 ○ ◎

29 排出権取引の導入 ○ ◎

負荷総量の削
減

下水道の整備

産業系負荷対
策

地下水の適正
利用

下水道以外の
生活系負荷対
策

ハ)

Ｄ　点源負荷発
生量の削減

ト)

ニ)

ヘ)

ホ)

対策の主要
な観点

対策のねらい

Ⅰ 平常時
水量回
復

Ａ　地下水涵養
量の確保

Ｂ　自然地の保
全・土地利用の
適正化

水質改
善

対策メニュー

Ｃ　地下水の保全

イ)

ロ)

雨水浸透施設
の整備

緑地・自然地
の保全

No. 具体名

緊
急
行
動
計
画
で
の
有
無

実施主体優先度
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河
川

環
境

農
林
水
産

下
水
道

上
水

道
路

都
市

教
育

住
民

市
民
団
体

学
校

企
業

印
旛
沼
漁
業
協
同
組
合

印
旛
沼
環
境
基
金

印
旛
沼
土
地
改
良
区

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会

千
葉
市

船
橋
市

成
田
市

佐
倉
市

八
千
代
市

鎌
ヶ
谷
市

四
街
道
市

八
街
市

印
西
市

白
井
市

富
里
市

酒
々
井
町

印
旛
村

本
埜
村

栄
町

利
根
川
水
系
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所

北
総
中
央
農
業
水
利
事
業
所

利
根
川
下
流
河
川
事
務
所

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ － － ○ 5

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17

○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ 18

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20

○ ○ ○ 21

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23

○ ○ ○ － － ○ － － ○ － ○ － － ○ 24

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27

○ 28

○ 29

国・独法

実施主体の役割分担

千
葉
県

流域市町村関係団体住民等
関連する分野

No.

 

凡例 
優先度  
すぐに実施：主に第１期(2009～2015 年)に実施する 
実施に向け検討：主に第２期以降（2016 年以降）での実施を目指す 
今後検討：将来的な実施を検討する 
※既に実施済の施策（緊急行動計画での有無に○）であっても、施策量や対象地域

の拡大を図る必要があることから、優先実施～今後検討の印を付けている。 
実施主体 
◎：施策の実施主体（行政の場合、実施を促進する立場も兼ねる場合がある） 
○：実施主体ではないが、実施を促進するまたは実施に関わる 

役割分担 
－：取り組み対象（管理河川、調整池など）がない。 
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第 1 期行動計画 実施対策一覧表（２） 

す
ぐ
に
実
施

実
施
に
向
け
検
討

今
後
検
討

住
民
・
市
民
団
体
・
学
校

土
地
改
良
区
・
漁
組

企
業

市
町
村

県
・
国
・
水
資
源
機
構

調
査
研
究
機
関

Ⅱ 水質改
善

30 河川・水路を利用した植生浄化 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

31 調整池における植生浄化 ○ ◎ ◎

32 ウェットランドの整備 ○ ◎ ◎

33 水田の機能を利用した水質浄化 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

34 多自然川づくり ○ ○ ◎ ◎

35 環境に配慮した農業用排水路の整備・管理 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

36 河道植生の保全・復元 ○ ○ ◎ ◎

37 河川浄化施設の維持管理 ○ ○ ◎

38 排水路浄化施設の設置 ○ ◎ ◎

ル) 河川内堆積負
荷の削減 39 河川・水路内堆積物の除去 ○ ○ ◎ ◎ ◎

40 ゴミ清掃 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

41 植生の草刈り ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

42 不法投棄対策 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

43 水質事故の監視体制強化 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

44 排水路への流入点付近に沈殿槽設置 ○ ◎ ◎

45 調整池の堆積物の除去・清掃 ○ ○ ◎ ◎ ◎

46 路面・側溝等の清掃 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

47 調整池を活用した面源負荷削減 ○ ◎ ◎ ◎

※(2) 各戸貯留・浸透施設の設置

※(4) 透水性舗装の整備

48 環境保全型農業の実施 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

49 湧水の稲作用水への利用 ○ ○ ◎ ○

50 水田用水の田越し利用 ○ ○ ◎

51 循環かんがい施設の整備 ○ ○ ◎ ◎

※(35) 環境に配慮した農業用排水路の整備・管理

52 浄化用水の導入 ○ ○ ◎

53 大和田機場流動化運転の見直し ○ ○ ◎

54 底泥浚渫 ○ ○ ◎

55 アオコ回収 ○ ◎

56 水生植物冬季刈り取り ○ ◎ ◎ ◎ ◎

57 モク取りの復活 ○ ◎ ◎ ○ ○

58 植生帯の整備 ○ ○ ◎

59 植生帯の適正な維持管理 ○ ◎ ◎ ◎ ◎

※(32) ウェットランドの整備

60 水生植物の保全・復元 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

※(40) ゴミ清掃

※(42) 不法投棄対策

※(43) 水質事故の監視体制強化

ネ）
環境に配慮し
た水位管理

61 環境に配慮した水位管理 ○ ○ ◎

ナ） その他の施策 62 河口域における汚濁拡散防止施設の設置 ○ ◎

Ｆ　面源負荷発
生量の削減

沼の流動化タ)

ヲ)

リ) 多自然川づく
り

ヌ) 河川等におけ
る直接浄化

農業系負荷の
削減

河川・水路等
における植生
浄化

チ)

対策のねらい

ソ)

Ｈ　印旛沼の浄
化

沼等からの負
荷削減

沼清掃等ツ）

沼内における
植生浄化

Ｅ　河川等にお
ける浄化

対策の主要
な観点

カ)

レ)

Ｆ　面源負荷発
生量の削減

Ｇ　印旛沼の流
動化

市街地降雨流
出負荷の削減

ワ)

河川清掃等

対策メニュー No. 具体名

緊
急
行
動
計
画
で
の
有
無

優先度 実施主体
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河
川

環
境

農
林
水
産

下
水
道

上
水

道
路

都
市

教
育

住
民

市
民
団
体

学
校

企
業

印
旛
沼
漁
業
協
同
組
合

印
旛
沼
環
境
基
金

印
旛
沼
土
地
改
良
区

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会

千
葉
市

船
橋
市

成
田
市

佐
倉
市

八
千
代
市

鎌
ヶ
谷
市

四
街
道
市

八
街
市

印
西
市

白
井
市

富
里
市

酒
々
井
町

印
旛
村

本
埜
村

栄
町

利
根
川
水
系
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所

北
総
中
央
農
業
水
利
事
業
所

利
根
川
下
流
河
川
事
務
所

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30

○ ○ － － － 31

○ ○ ○ 32

○ ○ ○ 33

○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ 34

○ ○ ○ ○ － ○ ○ 35

○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ 36

○ ○ ○ 37

○ ○ 38

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 39

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 40

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 41

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 42

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43

○ ○ 44

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － － ○ 45

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46

○ ○ ○ 47

※(2)

※(4)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 48

○ ○ ○ 49

○ ○ 50

○ ○ ○ 51

※(35)

○ 52

○ ○ ○ 53

○ ○ 54

○ ○ 55

○ ○ 56

○ ○ ○ 57

○ ○ ○ 58

○ ○ ○ 59

※(32)

○ ○ ○ 60

※(40)

※(42)

※(43)

○ ○ ○ ○ ○ 61

○ ○ 62

関連する分野
実施主体の役割分担

住民等 関係団体 流域市町村

千
葉
県

国・独法

No.
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第 1 期行動計画 実施対策一覧表（３） 

す
ぐ
に
実
施

実
施
に
向
け
検
討

今
後
検
討

住
民
・
市
民
団
体
・
学
校

土
地
改
良
区
・
漁
組

企
業

市
町
村

県
・
国
・
水
資
源
機
構

調
査
研
究
機
関

※(8) 森林・斜面林の保全

※(12) 谷津田・里山の保全

63 崖線回廊の保全 ○ ◎ ◎ ◎

※(13) 湧水の保全・利用

64 耕作放棄地の解消 ○ ◎ ◎ ◎ ◎

65 竹林の適正な維持管理 ○ ◎ ◎ ◎

※(40) ゴミ清掃

※(42) 不法投棄対策

※(58) 植生帯の整備

※(59) 植生帯の適正な維持管理

※(32) ウェットランドの整備

※(60) 水生植物の保全・復元

※(61) 環境に配慮した水位管理

66 ビオトープ・湿地帯の整備 ○ ○ ◎ ◎ ◎

※(35) 環境に配慮した農業用排水路の整備

ウ） 水系連続性の
確保

67 魚道等の設置 ○ ◎ ◎

68 沼固有植生種子の学校ビオトープ等での保存 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

69 外来種の調査・駆除 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

※(60) 水生植物の保全・復元

70 湖岸堤の緩傾斜化 ○ ◎

71 親水空間の整備 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

72 印旛沼・流入河川の利用実態の把握 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

73 パンフレット等啓発資料の作成・配付 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

74 Webサイトによる印旛沼情報の提供 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

75 看板等による情報提供 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

76 印旛沼の歴史･水文化の整理 ○ ◎ ◎ ◎

77 環境家計簿の普及 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

78 市民団体・NPOの支援 ○ ○ ◎ ◎

79 印旛沼連携プログラムの推進・強化 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

80 交流拠点・支援センターの設立 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

81 環境学習教材の作成 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

82 学習会、講演会等の開催 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

83 船上見学会の実施 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

84 教師への支援体制の確立 ○ ◎ ◎ ◎ ◎

※(40) ゴミ清掃

※(75) 看板等による情報提供

85 印旛沼イメージキャラクターの制定 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

86 観光客の積極的な誘致 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

87 イベントの開催 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

具体名

緊
急
行
動
計
画
で
の
有
無

優先度 実施主体

対策の主要
な観点

対策のねらい No.

自然水辺の復
元

情報提供

市民活動の支
援

環境学習

河川愛護意識
の醸成

観光客の誘致

意識啓
発

Ⅴ

ヤ）

ク)

ケ）

マ）

Ｉ　流域における
生態系の保全・
復元

Ｌ　人と水の関
わりの強化

Ｋ　親水性の向
上

ノ)

対策メニュー

緑地・自然地
の保全

外来種の対
策・在来種の
保全

オ)

ム） 水生植物の保
全・復元

ラ）

親水性
向上

Ⅳ

ヰ)

Ⅲ

Ｊ　印旛沼・流入
河川における生
態系の保全・復
元

生態系
保全・復
元
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河
川

環
境

農
林
水
産

下
水
道

上
水

道
路

都
市

教
育

住
民

市
民
団
体

学
校

企
業

印
旛
沼
漁
業
協
同
組
合

印
旛
沼
環
境
基
金

印
旛
沼
土
地
改
良
区

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会

千
葉
市

船
橋
市

成
田
市

佐
倉
市

八
千
代
市

鎌
ヶ
谷
市

四
街
道
市

八
街
市

印
西
市

白
井
市

富
里
市

酒
々
井
町

印
旛
村

本
埜
村

栄
町

利
根
川
水
系
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所

北
総
中
央
農
業
水
利
事
業
所

利
根
川
下
流
河
川
事
務
所

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

※(8)

※(12)

○ ○ ○ 63

※(13)

○ ○ ○ 64

○ ○ ○ 65

※(40)

※(42)

※(58)

※(59)

※(32)

※(60)

※(61)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 66

※(35)

○ ○ 67

○ ○ ○ ○ ○ ○ 68

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 69

※(60)

○ ○ 70

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 71

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 72

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 73

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 74

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 75

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 76

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 77

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 78

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 79

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 80

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 81

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 82

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 83

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 84

※(40)

※(75)

○ ○ ○ 85

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 86

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 87

関連する分野
実施主体の役割分担

No.

住民等 関係団体 流域市町村

千
葉
県

国・独法
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第 1 期行動計画 実施対策一覧表（４） 

す
ぐ
に
実
施

実
施
に
向
け
検
討

今
後
検
討

住
民
・
市
民
団
体
・
学
校

土
地
改
良
区
・
漁
組

企
業

市
町
村

県
・
国
・
水
資
源
機
構

調
査
研
究
機
関

88 沼の堤防嵩上げ ○ ○ ◎

89 管理水位の低下 ○ ◎

90 長門川の堤防嵩上げ ○ ◎

91 印旛捷水路の掘削 ○ ○ ◎

92 印旛排水機場の増設 ○ ○ ◎

エ)
放流先河川河
道整備

93 花見川の河道整備 ○ ○ ◎

Ｎ　流入河川治
水安全度の向上

テ) 河道整備 94 鹿島川・高崎川等の河道整備 ○ ○ ◎ ◎

※(2) 各戸貯留・浸透施設の整備

※(4) 透水性舗装の整備

※(6) 浸透機能を持った貯留施設の設置

95 調整池の設置 ○ ○ ◎ ◎ ◎

96 水田畦畔高確保による貯留 ○ ○ ◎ ◎ ◎

Ｐ　内水排除 サ) 排水機場整備 97 沼・河川周辺排水機場の整備・改修 ○ ○ ◎ ◎

Ⅶ 調査・研究 Ｑ　水循環の現
状把握

キ)
環境調査の実
施

98 環境調査の実施 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

99 研究の促進 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

100 新技術開発の促進 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

101 取り組み財源確保のための仕組みの検討 ○ ◎

※(29) 排出権取引の導入

実施主体

No. 具体名

緊
急
行
動
計
画
で
の
有
無

優先度

経済的措置

対策メニュー

水害被
害の軽
減

Ⅵ Ｍ　印旛沼の治
水安全度の向上

対策の主要
な観点

Ｏ　流域の流出
抑制

印旛沼の治水
容量の確保

フ)

ア)

対策のねらい

利根川への放
流量の増加

Ｓ　経済的措置経済的
措置

Ⅷ

Ｒ　水循環健全
化に向けた研究
の促進

ユ) 研究の促進

コ)

メ)

流域対策の推
進
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河
川

環
境

農
林
水
産

下
水
道

上
水

道
路

都
市

教
育

住
民

市
民
団
体

学
校

企
業

印
旛
沼
漁
業
協
同
組
合

印
旛
沼
環
境
基
金

印
旛
沼
土
地
改
良
区

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会

千
葉
市

船
橋
市

成
田
市

佐
倉
市

八
千
代
市

鎌
ヶ
谷
市

四
街
道
市

八
街
市

印
西
市

白
井
市

富
里
市

酒
々
井
町

印
旛
村

本
埜
村

栄
町

利
根
川
水
系
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所

北
総
中
央
農
業
水
利
事
業
所

利
根
川
下
流
河
川
事
務
所

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

○ ○ 88

○ ○ 89

○ 90

○ 91

○ 92

○ ○ 93

○ ○ ○ ○ 94

※(2)

※(4)

※(6)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 95

○ ○ ○ ○ 96

○ ○ ○ ○ ○ ○ 97

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 98

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 99

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100

○ ○ 101

※(29)

国・独法

No.

関連する分野
実施主体の役割分担

住民等 関係団体 流域市町村

千
葉
県
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3.4  取り組み指標と目標値 

特に数値化できる取り組みに対して次のように取り組み指標と目標値を設定し、第 1 期行動計画の目標

年次（2015 年度）、および健全化計画の目標年次（2030 年度）に向けて、各対策を実施していきます。 

 

 

※取り組み指標のうち、「雨水浸透マスの設置基数」「透水性舗装の整備面積」「貯留施設の整備貯留量」「高度処

理処理型合併処理浄化槽利用人数」の目標値については、P3 に示す「水質（COD、クロロフィル）」の目標値を達

成するために必要な実施量（努力目標） を、シミュレーションによって設定しています。 
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参考 行動原則 ～印旛沼方式～ 

目標達成のための行動原則「印旛沼方式」として次の５つを定めています。 
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3.5  取り組みによる効果 

現在（2008（平成 20）年度）の印旛沼水質（西沼）は、COD 年間平均値で 8.5mg/L です。人口の増加

等により 2015（平成 27）年度は 9.8mg/L まで悪化しますが、第 1 期行動計画で位置づけられている、流

域対策・沼内対策を進めることで、2015（平成 27）年度は、7.5mg/L まで改善すると予測されます。さらに、

2030（平成 42）年度は健全化目標までの取り組みを進めることで、5mg/L まで改善すると予測されます。

また、流域からの湧水量は上流域等で増加し、流入河川の水質も改善すると予測されます。 

 

3.5.1  予測ケース 
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3.5.2  予測結果 
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4. 計画の推進                                           

4.1  計画推進の方法 

着実な計画推進のために、下記の 4 つを行います。 

 

①取り組みの実施状況（取り組み指標）および目標達成状況を毎年確認します。 

また、行動計画の 101 の対策の実施状況については、数年に一度確認します。 

②5 年毎に計画（目標達成状況や取り組み内容等）を点検し、必要に応じて計画を見直します。 

③第 1 期行動計画（～2015（平成 27）年度）が終了する段階で、第 1 期の課題等を踏まえて第 2 期行動

計画を決定します。 

④印旛沼流域水循環健全化会議を継続的に開催し（1 回/年程度）、会議において①～③について評価・

確認・討議します。 

 

 

計画推進のプロセス 
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4.2  印旛沼の 6 者連携 

印旛沼流域水循環健全化会議を中心に、住民や市民団体、企業、水利用者、行政等関係する 6 者が

連携して計画を推進します。 

また、健全化会議と連携しつつ、関連する情報・データを集約し、市民活動支援の拠点となる印旛沼サ

ポートセンター（仮称）の立ち上げに向けた検討を行います。 
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4.3  モニタリング 

目標の達成状況を把握するため、各評価指標について、各実施主体が役割を分担しながら、下表に示

すようなモニタリングを実施します。 
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4.4  情報の発信 

健全化計画の内容や計画の実施状況、モニタリング結果の他、イベント情報等印旛沼の水循環健全化

に関する情報を、WEB サイト等により、広く発信します。 

最新の情報を随時更新するとともに、情報収集の場、意見交換の場としても活用していきます。 

 

WEB サイト「いんばぬま情報広場」 

     http://www.pref.chiba.lg.jp/sc/inba-wcs/ 
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第 1 期行動計画 取り組み個票 
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流
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全
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市
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・
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・
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調
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究
機
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河
川

環
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水
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下
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水
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路

都
市

教
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水
量

水
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系

親
水

利
水

治
水

湖
沼
計
画

整
備
計
画

独
自
対
策

○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

緊
急
行
動
計
画
で
の
有
無

優先度

合併処理浄化槽への転換19
Ⅱ水質改善

D点源負荷発生量の削減

ホ）下水道以外の生活系負荷対策

主たる実施地域 実施主体

千葉市

船橋市

主体名 担当部署 期間 対策内容

関連する分野 対策による効果 関連計画

実施主体 取り組みの内容

住民・市民団体・学校
汲み取りや単独処理浄化槽の家庭は、合併処理浄化槽（高度処理化型）へ転換
します。

水利用者

成田市

設置者への補助金交付また単独浄化槽から合併浄化槽への転換に補助金20万円、更に高度処理型
には15万円上乗せ補助を実施（H21、22年度各年20基）
H23年度以降未定（見直し中）

船橋市合併処理浄化槽設置事業補助金交付要綱に基づき、単独浄化槽から高度処理型合併浄化槽へ
の転換に9万円、くみ取り便所から高度処理型合併浄化槽への転換に6万円を設置費補助に加え、転換
上乗せ補助を交付する。

成田市合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付規則に基づき補助金交付。また単独浄化槽から高度
処理型合併処理浄化槽への転換補助金に18万円の上乗せ補助及び汲み取り便所から高度処理型合併
処理浄化槽への転換補助金に10万円の補助を実施

H21～27

H21～27

H21～27

環境管理部
業務課

環境衛生課

環境衛生課

－

企業
汲み取りや単独処理浄化槽の事業所・工場では、合併処理浄化槽（高度処理化
型）へ転換します。

市町村 転換のための助成、啓発を行います。

調査研究機関 －

県 転換のための助成、啓発を行います。
国・水資源機構 －

取り組み個票（次ページ以降）の見かた 

② 
優先度 
すぐに実施：主に第１期(2009～2015年)に実施する 
実施に向け検討：主に第２期以降（2016年以降）での実施を目指す 
今後検討：将来的な実施を検討する 
※既に実施済の施策（実施状況に○）であっても、施策量や対象地域の拡大を図

る必要があることから、優先実施～今後検討の印を付けている。 
実施主体 
◎：施策の実施主体（行政の場合、実施を促進する立場も兼ねる場合がある） 
○：実施主体ではないが、実施を促進するまたは実施に関わる 

関連計画 
湖沼計画：印旛沼に係る湖沼水質保全計画（千葉県） 
整備計画：手賀沼・印旛沼・根木名川圏域河川整備計画（千葉県） 
独自施策：本計画独自の施策 

① 
対策の観点と対策のねらい、具体的な対策名を示します。 

④ 
実施主体名と担当部署、実施期間、具体的な実施対策内容を示します。 

① 

② 

④ 

③ 

③ 
対策に対する各実施主体の行動内容を示しています。また、第 1 期行動計画の期間

内の実施はないが、今後実施予定の内容も記載しています。 
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 千葉県 

  県土整備部 河川環境課 河川環境室 

   TEL：043-223-3155  FAX：043-221-1950 

  環境生活部 水質保全課 湖沼浄化対策室 

   TEL：043-223-3818  FAX：043-222-5991 

 〒260-8667 千葉県千葉市中央区市場町 1-1 

  mail：inbanuma@mz.pref.chiba.jp 

  URl：http//www.pref.chiba.jp 




